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
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（１８）

大正大学モンゴル佛典研究会

序文（年度）

 年度に引き続き、モンゴル語版『モンゴル佛教史』葉以下のローマ字転写、
翻訳、注釈を提示する。
 今年度の当研究会で本研究に携わったのは以下のメンバーである。
 秋元孝史（本研究会研究員）、阿部真也（大正大学綜合佛教研究所講師）、アリ
ヤ（本研究会研究員）、茨木智志（上越教育大学准教授）、ウルジージャルガル
（東洋大学大学院）、エルデニバートル（内モンゴル大学副教授）、エルデニバ
ヤル（内モンゴル大学教授）、オーダム（東洋大学大学院）、梶山啓一（本研究会
研究員）、片桐尚（内モンゴル大学客員教授）、窪田新一（大正大学准教授）、新
藤篤人（大正大学大学院）、バイカル（桜美林大学准教授）、藤本良子（本研究会
研究員）、三浦順子（本研究会研究員）、満永葉子（本研究会研究員）、宮本正彦
（本研究会研究員）、山口勝弘（安東科学大學招聘教授）。

   一 凡例
・原文の「葉」および「行」の表示方法について
   転写・訳文とも文章の頭に五桁の番号を入れる。例えば、葉７行はと
表示する。
・転写：ポッペ・小沢式のアルファベット表記・転写方式によっているが、それを
基本として、を、をと転写するアルガリ表記を考慮す
るなど若干の変更を加えてある。
・脚注：翻訳、転写の現代モンゴル語との異同などは脚注において指摘し、積極的
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に修正した。
・略記：チベット語テキスト
橋本本：ジグメ・ナムカ著、橋本光寳編『西藏文蒙古喇嘛教史』蒙蔵典籍刊 
行会、昭和 15年 
フート本： （著）（編） 
  
        
青海本：久明柔白多杰著『蒙古佛教源流』青海民族出版社、1993年 12月 
翻訳 
橋本訳：ジグメ・ナムカ著、外務省調査部訳『増訂蒙古喇嘛教史』 生活社、 
昭和 15年 
フート訳：（著）（訳） 


テルビシ訳：ЦЭМБЭЛ ГYYШ（著）,  Л. ТЭРБИШ  
Р. БЯМБАА（訳） 
МОНГОЛЬIН  ТYYХ  ОРШВОЙ
УЛААНБААТАР, 1997 
ウルジー訳：固始噶居巴・洛桑澤培著、陳慶英・烏力吉訳注『蒙古佛教史』 
天津古籍出版社、1990年 12月 


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


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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




                                                     
(1) 橋本本にはとある。 
(2) （兜率天）
(3) 橋本本には（世尊）とある。 
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) ayaGan 
(9) 橋本本にはとある。 
(10) 
(11) 
(12) 
(13) 
(14) 
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                      その転生身法主ロルベー・
 ドルジは、この尊者が兜率天に住する際に、世
 尊弥勒に強く勧められて、母の胎に入る時マニの
 音を出した。庚辰の年（年）に生まれるやいなや、マニとアリガリを語
り、「私は
 カルマ・バクシの転生である。我が顔を見ることによって、悪い運命と
 ならない。ツルブ（寺）とカルマ（寺）およびハーンの城などにも順々に行
き、（その）ハーンの
 城に、私の所化が無量にあるのである。」と仰せられた。その後、
 他の者たちを信仰させる為に相反する言葉をいくらか述べて、酒を










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

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

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
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 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




                                                     
(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 橋本本には とある。 
(7) 橋本本には  とある。 
(8) 橋本本にはとある。（慧吉祥）である。モンゴル語原文はサンスク
リット語を音写したものと思われる。 
(9) 
(10)   
(11) 橋本本には とある。  （真実成就吉祥） 
	
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 捧げて「お飲みください。」と述べた。そして、「兜率天においては、これ
と同じであるかどうか。」と述べたことに対して
 「酔わせるものはこれと同じではない。甘露である。兜率天には人間界にあ
る
 土石と同じものはなく、土石は全て宝で出来ている。」と
 仰せになった。その後、トクトン・ゴンギャルワの灌頂と、ナーロー派の
 六法など生起（次第）と円満（次第）の多くを聴いた。ラマ・プラジニャー
シュリーよりガン
ジョール（大蔵経カンギュル）すべてと多くの経典の根幹を聴く等し、また、
多くのラマたちより
 多くの法を聞いた。その後、ツルブに招聘されたので、彼の地に到り、師
 第葉終り
 ドンロブ・バルのもとで出家し、その名をダルマ・キールティと称した。















                                                     
(1) 橋本訳に「有分別主勝者」とある。 
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 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




                                                     
(1) 橋本本にはとある。 
(2)（具足戒） 
(3) 
(4) 
(5) （ヨーガ母） 
(6) （勝者の海）
(7) 橋本本にはとある。 
	
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 ヨンドンより金剛珠の灌頂などを受けた。歳の時に、
 以前の師より具足戒を受けた。利他を大いになした。
 その後、モンゴルのトゴン・テムル・ハーンが息子たちと共に招聘したのに
応じて
 歳の時に赴かれ、ハーンと家来たちと北方の利他を
 無量に行った。そして、また、カルマ（寺）に赴き、教法と衆生の
 利益を大いに行った。また、先のハーンの招聘に応じて、庚子
 の年（年）、（大都）城に赴かれた。ハーンは家来と共に（その）顔を
見て、お言葉を
 聞いただけで、大いに信仰を起こしたのである。特に、ハーン父子に
 ヨーギニー（ヨーガ母）の灌頂と、勝者の海の灌頂と、方便道ナーロー派の
 六法等を授けて、漢地、モンゴルの地などの無量の大人、

















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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 


                                                     
(1) 
(2) 
(3)  橋本本には とある。 
(4) 
(5) 橋本本には（如来）とある。 
(6) 
(7) 
(8) 
(9) 
(10) 
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 諸侯を無上菩提に決定せしめたのである。自然災害と病疫なども
 治め、鎮め、世間に幸福をもたらしたので、吉祥
 ラマと称された。その後、チベットに赴き、ウー、ツァンの僧侶
 たちに恭
ク
敬
ギョウ
を集めた。大解脱者（釈迦牟尼）像を右の耳から左の
 耳まで尋（の長さの）ある、非常に大きなものを建立などして、
 教法の恭敬を大いになした。歳の癸亥の年（年）に
 安らかに逝去された。
           
           その転生者法主如来は、甲子の年（年）に
 お生まれになった。２歳の時に明智
ミョウチ
を大いに語り、多くの
 善兆変化を示現した。（また、）石の上を進んだ時には、足跡がはっきり

















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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


                                                     
(1) 橋本本にはとある。（空行者）、モンゴル語は 
(2) 
(3) 橋本本には とある。（福善）
(4) 橋本本には とある。（法吉祥善） 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) 
(9)
(10) 
(11) 
(12) 
	
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 現われた。４歳になった時に、ハージドバ法王と会い、金剛
 珠の灌頂などを受けた。大師ソナム・サンボ（プンニャ・バードラ）の下で
出家し、
 その名をチョイバルサンボと名乗った。カルマの地において、法
 輪を転じた。歳の壬午の年（年）、以前の師（ソナム・サンボ）の
下で具足戒を受け
 第葉終り
 利他を大いになした。大明国の成祖永楽帝が、
 招聘したのに従って赴いた。その時、漢地の光によって生まれ、
 寝殿において、虹の柱が立った雲の中に仏、
 菩薩などが現に来臨され、天の息子と
 娘たちは、天空より、現に供養を捧げるなどの神通変化と

















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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         







                                                     
(1) 
(2) 
(3) 橋本本の をモンゴル語に翻訳したもの。 
(4) 
(5) 
(6) （身体、霊魂） 
(7) 
(8) 
	
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 奇瑞の兆しを限りなく示したことにより、大皇帝は家来と共に
 信心を大いに増大し、正道に進むこととなった。上（永楽帝）より
 如来という名を賜った。最勝行
 を行い、所化を正道に導き
 チベットに赴かれた。かの地において、大ラマ、大諸侯など、ほかの人々に
法を
 説いた。そのことにより、成熟、解脱した者たちが無数に分別を
 なし、弟子たちが多く輩出した。歳の丁未の年（年）に
 涅槃に入られた。
         



















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
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
(1) 
(2) 橋本本にはとある。（見有義）
(3) 橋本本にはとある。（法称海） 
(4) 橋本本にはとある。（無畏金剛）
(5) 橋本本にはとある。（自在金剛） 
(6) 橋本本にはとある。（法界金剛） 
(7) 橋本本にはとある。（智金剛）
(8) 橋本本にはとある。（菩提金剛） 
(9) 橋本本にはとある。（化魔称金剛）
(10) 
(11) 橋本訳には「法王叭克巴ロートエ・ギャンツェン」と続くが、モンゴル語原文には無い。 
(12) 橋本本にはとある。（法身光明） 
(13) 
(14) 
	
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その転生者、順に、トンバ・ドンダン、
 チェラグ・ジャムソー、ミジッド・ドルジ、ワンチグ・ドルジ、チョイン・
 ドルジ、イシ・ドルジ、ジャンチェブ・ドルジ、ドブゥドル・ラグワ・ドル
ジ
 たちが次々に現われたのである。彼とその具足吉祥
 ラマが、大いに教法と有情の利益を広く行った。《一切
 智者サキャ・パンディタ・ドゥージャ（クンガー・ギャンツェン）と一切智
者チョイグ・
 オドセル（チョイジ・オドゥセル）（の）子孫たちとが、共に聖なる功徳を
積んだ、
 白光あるものを、地上の梵天法王（チンギス・ハーン）とその子孫


















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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 








                                                     
(1) 
(2) 
(3) 
(4) 橋本本にはとある。
(5) 
(6) 左に挿入されている。 
(7) 
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 たちに、共に信仰と最勝思惟が、良縁を結ばせた時に、
 この方向において、説法、論争、著述の万の清涼なる光を広げ、
 衆生の衰退をもたらす、熱く悲しい暗闇を良く抑え、
 解脱者の教法という白蓮の歓喜の園をよく弘め、
 第葉終り
 全ての衆生の功徳と安寧の祝宴を多く（催）した。良い行いは、
 かのの入信者全てに対し、菩提に至るまで、清め難き、大いなる
 恩恵をもたらした次第を思惟しながら、心から帰依するのである。》と説い
たのが、
 章間の詞である。


















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